
 

 

 

 

 

 

 暑い日が増えてきて、夏の始まりを感じさせる季節になってきましたね。熱い中でも夢中になって遊ぶ子どもたちは、

汗をかくだけでもとても体力を消費します。また、あせもや虫刺されなどの肌トラブルを抱え始めたお子さんも増えて

きました。皮膚の清潔や食事に気をつけ、気分を爽快にしてあげたいですね。 

 

令和８年7月 

ニチイキッズ小禄保育園 

 

ほけんだより 7月号 

予防接種や健診の予定 

市町村の健診日や予防接種の予定があ

る場合は保育利用時間（送迎の時間等）

スタッフへお声かけ下さい。給食の提供

時間等調整が必要になります。 

日焼け止めの使用 

日焼け止めはベイビー用などの 

表示があるものを使用してください。た

だし園で職員が塗ってあげることはで

きません。保護者の方の判断でおうち

で塗ってから登園して下さい。 

＊水着、タオル、下着に名前を書いてください。 

＊耳、鼻、喉、目、皮膚の病気は治療を済ませておき

ましょう。 

 また、治療中の病気などがあれば、事前にお知らせ

ください。 

＊爪を切りましょう。長いとけがの原因となります。 

こんな時はプールに入れません。 
 
・熱がある。または、前日に熱があった。 
・鼻水が出たり喉やその周りが赤い、喉に痛みがある。 
・目が赤く充血している。 
・普段より多く目やにが出ている。 
・普段より多く耳だれが出ている、耳の痛みを訴える。 

 

夏風邪の時期です！ 

夏に気をつけたい夏風邪は、冬とは異なり

高温多湿を好むタイプのウイルスです。 

夏風邪は、よく『寝冷え』と混同されます

が、『寝冷え』は睡眠中の体温調節の乱れから

鼻水や下痢を起こすことで、ウイルス感染に

よるものではありません。 

夏風邪は、咳や鼻水が少なく、肺炎に移行

することはあまりありませんが高熱が出たり

喉が赤く腫れ上がったり、体に発疹が出たり

目が充血するというのが特徴です。 

基本的には“風邪=ウイルス感染症”なので

治療薬はありませんが、熱や咳の対症療法と

しては薬は出ますので、安静にして下さい。 

登園届など必要になる場合もあるので、受

診をお願いいたします。 

みずあそびの    

事前準備 
 

ヘルパンギーナ 

突然の高熱とのどの痛み、口の

中の水泡、口内炎が特徴です。

症状が軽ければ、1～4日で解熱

します。 

手足口病  

主に、手のひら、足の裏、口

の中に水泡が出来、発熱する

こともあります。食事はのど

越しの良いものを食べまし

ょう 

流行性角結膜炎 

眼が腫れ、充血し、普段より

多く目やにや涙が出ます。周

りへの感染源となるのでタ

オルの共有はしないように

しましょう 

代表的な三大夏の感染症！ 


